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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第73期
第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 11,224,576 13,522,232 25,131,095

経常利益 (千円) 269,863 964,136 1,185,912

四半期(当期)純利益 (千円) 220,397 556,316 1,181,235

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 210,406 494,237 1,220,753

純資産額 (千円) 15,612,288 16,966,036 16,562,393

総資産額 (千円) 23,167,821 24,735,546 24,016,319

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.59 92.35 196.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.4 68.6 68.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △984,583 192,051 △684,299

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △39,475 △470,325 △406,604

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △78,229 △109,094 △155,446

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,036,273 3,504,843 3,892,211

　

回次
第73期
第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 35.59 65.33

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したもの

であります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要、設備投資の持ち直し

を背景に緩やかな回復を続けているものの、欧州諸国の財政危機に加え、世界経済の減速感も見られまし

た。

当企業グループの業績に大きな影響を与える住宅投資につきましては、住宅エコポイント制度や金利

優遇措置などに支えられ、新設住宅着工戸数は堅調に推移いたしました。

このような状況の中、当企業グループにおいては、注目を集めるＬＥＤ照明器具の品揃えを強化し、積

極的な営業活動を展開してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,522百万円(前年同期比20.5％増)、営業利益914百

万円(前年同期比278.6％増)、経常利益964百万円(前年同期比257.3％増)、四半期純利益556百万円(前年

同期比152.4％増)となりました。

当企業グループは照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグ

メント情報の記載を省略しておりますが、機種別の業績につきましては次のとおりであります。

①　ＬＥＤ照明器具

ＬＥＤ照明器具につきましては、本年５月に発行いたしました住宅・店舗・施設用照明器具カタロ

グにおいて1,500点を超える新製品を発売し、ＬＥＤ製品のバリエーションを大幅に拡充いたしまし

た。

その後もシーリングライト、ダウンライトなどの新製品を順次発売し、拡販に努めてまいりました結

果、売上高は前年同期に比べ174.8％増の5,858百万円となり、総売上に占めるＬＥＤ照明器具の割合は

43.3％にまで高まりました。

②　蛍光灯照明器具

蛍光灯照明器具につきましては、ＬＥＤ化の進展に伴い、シーリングライト、ダウンライトなど各

ジャンルにおいてラインナップを縮小させたことにより、ＬＥＤ照明器具へのシフトが進んでまいり

ました。

この結果、売上高は前年同期に比べ21.1％減の4,876百万円となりました。

③　白熱灯照明器具

白熱灯照明器具につきましては、政府による白熱電球の製造・販売自粛要請もあり、当企業グループ

といたしましても取り扱いを限定いたしました結果、売上高は前年同期に比べ16.0％減の1,490百万円

となりました。
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④　高圧放電灯照明器具・その他

高圧放電灯照明器具・その他につきましても、品揃えは縮小傾向にありますが、店舗・施設等の物件

受注の増加により、売上高は前年同期に比べ13.8％増の1,296百万円となりました。

　
(2）財政状態の分析

①　資産

当第２四半期連結会計期間末における資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて719百万

円増加し24,735百万円となりました。これは主に現金及び預金の減少287百万円、受取手形及び売掛金

の減少402百万円に対して、商品及び製品の増加811百万円、仕掛品98百万円の増加、原材料及び貯蔵品

の増加341百万円等によるものです。

②　負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて315百万

円増加し7,769百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金と電子記録債務を合わせた仕入債

務の増加237百万円や退職給付引当金の増加67百万円等によるものです。

③　純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて403百

万円増加し16,966百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加465百万円等によるものです。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は3,504百万円

となり、前連結会計年度末に比べ387百万円減少しました。

各キャッシュ・フローの状況及び要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は192百万円(前年同期は984百万円の減少)となりました。この主な要因

は、税金等調整前四半期純利益932百万円、減価償却費の計上316百万円、売上債権の減少402百万円、仕

入債務の増加217百万円による資金の増加に対して、たな卸資産の増加1,235百万円、法人税等の支払額

429百万円により資金が減少したこと等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は470百万円(前年同期は39百万円の減少)となりました。この主な要因

は、定期預金の預入による支出100百万円、本社事務所一部リニューアル等を含む有形固定資産の取得

356百万円による資金の支出により資金が減少したこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は109百万円(前年同期は78百万円の減少)となりました。この主な要因

は、配当金の支払89百万円により資金が減少したこと等によるものです。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は335百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,941,000

計 28,941,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,611,000 7,611,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数　100株

計 7,611,000 7,611,000― ―

  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 7,611,000 ― 3,105,500 ― 2,890,655
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社アマセクリエート 東京都杉並区宮前一丁目11番３号 625 8.21

伊 藤 雅 人 東京都杉並区 580 7.63

オーデリック従業員持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 465 6.11

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 272 3.58

株式会社みずほ銀行
（常任代理人資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町一丁目１番５号
（東京都中央区晴海一丁目８番12号）

242 3.18

オーデリック取引先持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 214 2.82

因幡電機産業株式会社 大阪市西区立売堀四丁目11番14号 181 2.38

伊 藤 惠 美 子 東京都杉並区 165 2.18

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 150 1.97

石 川 良 江 東京都三鷹市 120 1.59

計 ― 3,018 39.66

(注)  上記のほか当社所有の自己株式1,586,957株(20.85％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) (自己保有株式)
普通株式 1,586,900

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,015,000 60,150 ―

単元未満株式 普通株式     9,100― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,611,000 ― ―

総株主の議決権 ― 60,150 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーデリック㈱

東京都杉並区宮前一丁目17番５号 1,586,900― 1,586,90020.85

計 ― 1,586,900― 1,586,90020.85

  

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,893,215 3,605,847

受取手形及び売掛金 ※2
 5,432,576

※2
 5,030,144

商品及び製品 3,880,886 4,692,224

仕掛品 253,743 352,700

原材料及び貯蔵品 986,010 1,327,359

その他 585,099 674,514

貸倒引当金 △8,181 △1,654

流動資産合計 15,023,350 15,681,137

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,912,049 3,979,621

機械装置及び運搬具（純額） 79,621 69,211

土地 2,097,911 2,097,911

その他（純額） 383,139 446,477

有形固定資産合計 6,472,721 6,593,221

無形固定資産 1,129,484 1,118,198

投資その他の資産

投資有価証券 780,225 693,718

その他 625,859 663,324

貸倒引当金 △15,322 △14,053

投資その他の資産合計 1,390,762 1,342,988

固定資産合計 8,992,969 9,054,408

資産合計 24,016,319 24,735,546

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 4,124,544

※2
 2,328,184

電子記録債務 － 2,034,277

短期借入金 4,296 4,296

未払法人税等 433,518 403,966

賞与引当金 284,223 304,044

役員賞与引当金 27,500 －

その他 955,020 1,001,920

流動負債合計 5,829,102 6,076,689

固定負債

長期借入金 24,026 21,878

退職給付引当金 573,337 641,279

役員退職慰労引当金 123,074 127,582

その他 904,385 902,079

固定負債合計 1,624,824 1,692,819

負債合計 7,453,926 7,769,509
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,105,500 3,105,500

資本剰余金 2,890,655 2,890,655

利益剰余金 11,839,033 12,304,986

自己株式 △1,393,403 △1,393,633

株主資本合計 16,441,785 16,907,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 116,330 53,843

その他の包括利益累計額合計 116,330 53,843

少数株主持分 4,277 4,685

純資産合計 16,562,393 16,966,036

負債純資産合計 24,016,319 24,735,546
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 11,224,576 13,522,232

売上原価 6,961,155 8,492,029

売上総利益 4,263,421 5,030,203

販売費及び一般管理費 ※
 4,021,873

※
 4,115,710

営業利益 241,547 914,492

営業外収益

受取利息 1,473 5,412

受取配当金 15,082 16,910

その他 16,712 33,229

営業外収益合計 33,267 55,552

営業外費用

支払利息 3,190 3,049

その他 1,761 2,859

営業外費用合計 4,951 5,908

経常利益 269,863 964,136

特別利益

投資有価証券売却益 1,192 1,093

特別利益合計 1,192 1,093

特別損失

固定資産売却損 － 6,948

固定資産除却損 13,475 25,940

投資有価証券売却損 － 217

投資有価証券評価損 18,433 －

特別損失合計 31,908 33,107

税金等調整前四半期純利益 239,147 932,122

法人税、住民税及び事業税 52,065 395,534

法人税等調整額 △34,407 △20,136

法人税等合計 17,658 375,398

少数株主損益調整前四半期純利益 221,488 556,724

少数株主利益 1,091 407

四半期純利益 220,397 556,316
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 221,488 556,724

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,081 △62,487

その他の包括利益合計 △11,081 △62,487

四半期包括利益 210,406 494,237

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 209,315 493,829

少数株主に係る四半期包括利益 1,091 407
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 239,147 932,122

減価償却費 296,951 316,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） △337 △7,796

受取利息及び受取配当金 △16,555 △22,322

支払利息 3,190 3,049

固定資産売却損益（△は益） － 6,948

固定資産除却損 13,475 25,940

投資有価証券売却損益（△は益） △1,192 △875

投資有価証券評価損益（△は益） 18,433 －

売上債権の増減額（△は増加） 322,145 402,431

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,534,275 △1,235,909

仕入債務の増減額（△は減少） 61,880 217,953

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,065 67,942

その他 △384,056 △105,895

小計 △957,129 600,022

利息及び配当金の受取額 16,534 22,299

利息の支払額 △398 △288

法人税等の支払額 △43,590 △429,981

営業活動によるキャッシュ・フロー △984,583 192,051

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △126,249 △356,956

有形固定資産の売却による収入 － 28

無形固定資産の取得による支出 △7,225 △19,249

投資有価証券の売却による収入 94,000 5,851

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,475 △470,325

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,148 △2,148

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △15,888 △16,820

自己株式の取得による支出 △54 △230

配当金の支払額 △60,138 △89,895

財務活動によるキャッシュ・フロー △78,229 △109,094

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,102,288 △387,367

現金及び現金同等物の期首残高 5,138,562 3,892,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,036,273

※
 3,504,843
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これに伴う四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　１　保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っ
ております。

従業員 9,503千円
 

　１　保証債務

次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を行っ
ております。

従業員 8,709千円

※２　連結会計年度末日満期手形

連結会計年度末日満期手形の会計処理について
は、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当連結会計年度の末日が金融機関の休日で
あったため、次の連結会計年度末日満期手形が連
結会計年度末残高に含まれております。

受取手形 53,374千円

支払手形 69,995千円
 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、手形交換日をもって決済処理しておりま
す。
なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関
の休日であったため、次の四半期連結会計期間末
日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれ
ております。

受取手形 46,948千円

支払手形 65,530千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

荷造運送費 584,917千円

広告宣伝費 365,445千円

給料及び諸手当 1,373,192千円

賞与引当金繰入額 218,646千円

退職給付費用 124,041千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,024千円
 

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

荷造運送費 616,849千円

広告宣伝費 364,849千円

給料及び諸手当 1,366,367千円

賞与引当金繰入額 239,079千円

退職給付費用 122,691千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,388千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,037,277千円

預入期間３か月超の定期預金 △1,003千円

現金及び現金同等物 4,036,273千円
　

現金及び預金 3,605,847千円

預入期間３か月超の定期預金 △101,004千円

現金及び現金同等物 3,504,843千円
　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,242 10.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 60,242 10.00平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金

　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 90,363 15.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月６日
取締役会

普通株式 90,360 15.00平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しおります。

したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・

同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に配置

され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しおります。

したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメント

情報は記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 36円59銭 92円35銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額 220,397千円 556,316千円

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額 220,397千円 556,316千円

    普通株式の期中平均株式数 6,024,247株 6,024,101株

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第74期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当については、平成24年11月６日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

　①　配当の総額 90,360,645千円

　②　１株当たりの金額 15.00円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

オーデリック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　　橋　　一　　生    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　　田　　裕　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー
デリック株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーデリック株式会社及び連結子会社の平成
24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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